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1. はじめにはじめにはじめにはじめに 

1.1．．．．問題提起問題提起問題提起問題提起 

音声置換とは、ある目標音が目標音通りに産出されず、別の具体音に置き換

わって音声実現する現象である。「置換音」は話者の属する音素体系に存在する

別の具体音と同型である場合が多い。音声置換は音素体系の獲得過程にしばし

ばみられる。「音素体系の獲得」について、窪薗(1999: 69)は次のように説明して

いる。 

 

「母音空間や子音の調音領域は多少の個人差こそあれ、基本的にすべての人に

共通したものである。この万人に共通した領域を、母語となる言語データをも

とに有限個に区切っていく作業こそが音素体系を獲得するということなのであ

る。」 

 

この説明をふまえると、音声置換現象を示す子どもたちは、音素体系の獲得

が完了した成人（以下、成人）とは異なる方法で調音領域を区切っていると考

えられる。では成人の区切り方とは異なる「置換音」は、どのような音韻的な

知識に基づいて実現しているのだろうか？成人と同じ知識に基づいているのに

音声実現の段階で置換しているのか、あるいは成人とは異なる知識に基づいて

産出されているのか等、いくつかの可能性が考えられる*1。 

 

 

                                                   
*1 Dinnsen(1993：301)は、音声置換に関する現象の考察を通じて、子どもたち

が産出できない音についてもたくさんのことを知っていることを示した上
で、子どもたちは目標を区別することを知っているだけで、その区別の仕方
については、目標システムを正確に表すものではないことを指摘している。 



そこで本稿ではこの問題について、日本語児の機能性構音障害*2 の

音声データに基づき考察する。機能性構音障害児を観察対象とした理

由は、定型発達児にくらべて音声置換の状態が持続的であることから

「置換音」に関する詳細な観察ができるためである。 

本稿で考察対象とした音声置換は、軟口蓋閉鎖音[k]を目標とした産

出において別の具体音が生じる音声置換である。これは機能性構音障

害でも発生が多いタイプとして知られている*3。今回のデータは目標

音[k]の調音点が前方に移動して歯茎閉鎖音[t]または硬口蓋歯茎破擦

音[tʃ]となるタイプである。 

西村他（1976)が行った機能性構音障害児の臨床的類型には、代表的

な音声置換のタイプが 5 つあげられていて、今回対象としたタイプは

「構音点の前方移動」として多数報告されている*4。本稿ではこのタ

イプの音声置換を「調音点の前方化」と呼び、以下で詳細に検討する。 

 

1.2．．．．調音点調音点調音点調音点のののの前方化前方化前方化前方化 

調音点の前方化とは、たとえば(1)の下線部のように、本来[k]として

実現する位置に[t]が置換して使われる場合をいう。事例は機能性構音

障害児（Ａ児とする）のものである。 

                                                   
*2 機能性構音障害について、今村(2004: 349)は、次の定義を用いている。 

「機能性構音障害とは、構音障害の原因となるような明らかな異常や障害は

認められないにもかかわらず、話し手が所属する言語社会の音韻体系の中で、

話し手の年齢からみて、使いこなせるはずの語音とは異なる語音を習慣的に

産生している場合をいう。」 
*3 日本語の[k][ɡ]の構音障害について平野他(1965)は、目標音[k][g]の置換には歯

茎閉鎖音[t][d]に置換するタイプと省略または声門破裂音[ʔ]に置換するタイ

プがあることを指摘している。また Ueda(1996)は両タイプについて‘feature 

geometry’，‘underspecification’，‘shadow specification’の枠組みから分析を行

っている。このデータとの関連は稿を改めたい。 
*4 西村他(1976)は、149 名の機能性構音障害ケースを対象として、誤り方の臨床

的類型化を報告した。それによると、産出された音の誤りは、次の５つのカ

テゴリーに分類されている。A：摩擦様式の誤り、B：構音点の前方移動、C：

弾音の誤り、D：口蓋化の誤り、E：構音様式の全般な不良というこのカテゴ

リーをもとに症例を分類したところ、149 名中 142 名が、A，B，AB，AC，

ABC，D，E という７つの類型に分けられた。内訳は，A 類型が 43 名、B 類

型が 9 名、AB 類型が 37 名、AC 類型が 17 名、ABC 類型が 8 名、D 類型が

17 名、E 類型が 11 名であった。類型化できなかった 7 名は、誤りに系統性

がなく、しかも同一音素の誤りに一貫性がみとめられなかったことから、基

礎的な音韻能力に問題をもつと記されている。この調査でいえば，重複も含

めた B（構音点の前方移動）は 54 名（約 36%）に確認されたことになる。 



(1) A 児（６歳０ヶ月）機能性構音障害 

目標音      具体音 

[kame] (亀)    [tame] 

 

 

(1)のように、目標音[k]の具体音が[t]に置換している時、その子ども

が持っている目標音[k]に対する知識は、目標音[t]と同じものなのだろ

うか？事例をもう少し詳しく見ると、同じように軟口蓋閉鎖音の調音

点が前方化する音声置換には、Ａ児が示した(2a)のような例と、別の

機能性構音障害児（Ｂ児とする）の示した(2b)のような例がある。 

 

(2a) A 児(６歳０ヶ月)機能性構音障害 

  目標音         具体音 

     [kiiɾo] （黄色）     [tiiɾo] 

 

(2b） B 児（5 歳 2 ヶ月）機能性構音障害 

     目標音        具体音 

     [kiiɾo] （黄色）     [tʃiɾo] 

 

 

(2a)は、調音点が歯茎部付近まで前方化している例で、(2b)は、調音

点が硬口蓋歯茎部付近まで前方化し、破擦音化もみられる音声置換で

ある。音声置換が生じる音環境をみると、A 児の場合、目標音[k]を含

む音節をもつ語音の産出では、どの母音に先立つ場合もすべてが具体

音[t]に置換していた(3a)。これに対して B 児の場合、興味深いことに、

母音[i]と母音[e]に先立つ場合にのみ具体音[tʃ]に置換していた(3b)。 

 

(3a)    A 児の音声置換  k→ｔ/  V  

 

(3b)    B 児の音声置換  k→tʃ/  i,e 

 

 

この例をみるかぎり、調音点の前方化という音声置換には、後続す

る母音によって具体音の出現の仕方が異なる 2 つタイプが想定される。

しかしわずか 2 例の観察だけでは、調音点の前方化の音声置換タイプ



がこの 2 つだけなのか、あるいはこれら以外のタイプも存在するのか

は判断できない。そこで調音点の前方化タイプの音声置換の例数を増

やし、[t]および[k]をオンセットの位置に持つ音節における具体音の現

れ方を調べた。 

 

 

1.3. 本稿本稿本稿本稿のののの主張主張主張主張 

調音点の前方化タイプの音声置換がみられた機能性構音障害児 17

名*5 の具体音の出現パターンを調査したところ、次の 3 点が明らかに

なった。 

 

(ⅰ)すべての母音の前で目標音[k]が具体音[t]または[tʃ]に置換する群

と、母音[i]と[e]に先立つ場合にのみ目標音[k]が具体音[tʃ]または[t]

に置換する群の 2 つに大別された。 

（ⅱ）成人の具体音出現パターンと比較すると目標音[t]の具体音出現

パターンは全員が成人と一致していた。しかし目標音[k]の具体音

出現パターンは成人と一致しているケースが 8 名で、あとの 9 名

は別の具体音出現パターンを示していた。  

（ⅲ）目標音[k]に対する具体音出現パターンが、目標音[t]に対する具

体音出現パターンと同じタイプを示したケースは１例もみられ

なかった。 

 

これらの結果より、対象者全員が目標音[t]と目標音[k]を区別するな

んらかの音韻的な知識をもっていると考えられた。それは、子ども独

自の音韻的な知識というよりも成人と同じか類似した知識であると

考えられた。よって本稿は、調音点の前方化を示す音声置換が、音韻

的な知識を実行に移す「音声実現のシステム」が成人とは一部異なる

ために生じることを主張する。 

 

 

 

 

                                                   
*5 保護者または本人からデータ使用の同意を得た機能性構音障害児 40 名につ

いて調査した。40 名中 33 名になんらかの音声置換が認められた。このうち

17 名に「調音点の前方化」がみられた。 



2. 「「「「調音点調音点調音点調音点のののの前方化前方化前方化前方化」」」」のののの具体音出現具体音出現具体音出現具体音出現パターンパターンパターンパターン（（（（分節分節分節分節レベルレベルレベルレベル）））） 

2.1．．．．調査対象調査対象調査対象調査対象 

対象は、後続母音によって、同一音節内で調音点の前方化がみられ

た機能性構音障害児 17 名（4 歳から 11 歳）である。 

 

2.2．．．．目標語目標語目標語目標語のののの設定設定設定設定 

子どもの産出する音が「置換」であるかどうかを聞き手が判断する

には、子どもが言いたいと思っている語（以下、目標語）が何か、あ

らかじめ把握できるようにする必要がある。通常、大人は自分の音韻

的な知識に基づいて、子どもの具体音を「置換」と判断する。たとえ

ば、子どもが[tame]という産出をした場合、目標語が[kame](亀)である

ことがわかれば、聞き手は下線部の音が音声置換したと判断するだろ

う。しかし聞き手が目標語を知らない場合は、音声置換とは判断され

ない。また、[tai](鯛)と[kai]（貝）などの最小対語の場合は、子どもの

目標語が[kai](貝)であっても、聞き手には[tai](鯛)という別の語として

処理されることもある。 

聞き手という要素は音声置換現象においては二次的な要因である

が、このように音声置換を考察するにあたっては、子どもの目標語が

何であるかが聞き手にわかっていることが重要である。 

そこでこの調査では、日本音声言語医学会の構音検査（単語）*6 を

使用した。これは、50 枚の絵カードを呈示して、子どもに呼称を促す

ものである。この方法により、たとえば「蟹」の絵カードで語音[taɲi]

と産出した場合は、「谷」ではなく目標音[k]が音声[t]に置換している

と判断できる。この検査のうち、目標音[t]と目標音[k]を含む調査語の

リストを(4)に示す。 

また検査者が呈示する単音節および連続音節の復唱を促す音節復

唱検査*7 における産出状況も参考とした。検査は臨床経験のある言語

聴覚士によって行われた。 

 

  

 

 

                                                   
*6 日本音声言語医学会作成による構音検査（改訂版） 
*7日本音声言語医学会作成による音節復唱検査 



(4)調査語リスト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.3.具体音出現具体音出現具体音出現具体音出現パターンパターンパターンパターンのののの分類設定分類設定分類設定分類設定 

日本語の分節レベルにおける具体音の出現にはいくつかの規則的

なパターンがある。そこで、どの後続母音に先立つ場合に具体音が変

化するかという視点から、相補分布をなす具体音の出現パターンの分

類設定をおこなった*8。たとえば目標音[s]が母音[i]に先立ち音声[ʃ]と

なるように、音環境によって相補分布をなす具体音の出現パターンが

ある。目標音[s]や目標音[n]は、後続母音が[i]の場合、音声[ʃ]や音声[ɲ]

に変化する(5)。  

 

(5) s→ʃ/  i , n→ɲ/  i 

 

(5)は、母音[i]に先立つさいに変化が生じることから「i 型」として

まとめることとする。目標音[t]は、後続母音[i]および[ɯ]の場合に音声

                                                   
*8 本稿での分類は主に後続母音という音環境に限定した条件異音に基づき行っ

た。しかし用語は「異音パターン」ではなく「具体音出現パターン」とした。

この用語を使用したのは査読者から指摘していただいた以下の２点に基づ

き再考したためである。１点目は、音素/k/に対応する音声[c]の出現について、

「（その他の異音と）同レベルで論じるべきではないという意見も多い」と

いう指摘であり、もう１点は、「幼児の場合、後続する母音の種類が違うか

らといって、ts と t を異音であると捉えている保障はないのではないか」と

いう指摘である。 

語頭の[k] [kiɾiɴ]（きりん），[ke:ki]（ケーキ）， 

[kaɲi]（蟹），[koppɯ]（コップ），[kɯtʃi]（口） 

 

語中の[k] [tsɯmiki]（積み木），[toke:]（時計）， 

[sɯika]（スイカ），[taiko]（タイコ），[jo:ɸɯkɯ]（洋服） 

 

語頭の[t] [tʃi:sai]（小さい），[teɾebi]（テレビ）， 

[taiko]（タイコ），[toke:]（時計），[tsɯmiki]（積み木） 

 

語中の[t]  [kɯtʃi]（口），[naiteɾɯ]（泣いてる）， 

[ɾobotto]（ロボット），[empitsɯ]（鉛筆） 



[tʃ]および[ts]という破擦音化がみられる(6)。 

 

(6) t→tʃ/  i ,  t→ts /  ɯ 

 

(6)は、後続母音[i]および[ɯ]の場合に変化が生じることから「iɯ 型」

とする。柴谷他（1981： 46）によると、「硬口蓋音閉鎖音[c]は,[i],[e]

などの硬口蓋母音の前に起こり,軟口蓋閉鎖音[k]は ,[u],[o],[a]などの軟

口蓋母音の前に起こる」とされている(7)。 

 

(7) ｋ→ｃ/  i,e 

 

そこで母音[i][e]に先立つ場合にのみ具体音が変化するタイプは「ie

型」とした。「ie 型」の変化は方言によってもみられる*9。(5)から(7)

までの３パターンに加え、どの後続母音でも具体音の規則的な変化が

みられないタイプを「ゼロ型」、いずれにもあてはまらないタイプを

「その他」として具体音出現パターンを(8)のように設定した。 

 

(8) 後続母音との関係からみた具体音化のタイプ 

「ゼロ型」 どの後続母音でも同じ具体音となるタイプ 

例) 目標音[p]，[b]，[m]等 

「i 型」 母音[i]に先立つ場合に具体音が変化するタイプ 

例) 目標音[s]，[z]等*10
 

「iɯ 型」 母音[i][ɯ]に先立つ場合に具体音が変化するタイプ 

例) 目標音[t]，[d]等 

「ie 型」 母音[i][e]に先立つ場合に具体音が変化するタイプ 

例) 目標音[k]，[ɡ]等 

「その他」 上記 4 パターンに当てはまらないタイプ 

                                                   
*9 音素/s/は後続母音が[i]だけでなく[e]のときも音声[ʃ]に変化する場合がある。

この場合音素/s/も「ie 型」タイプといえる。この変化は、九州北部、四国の

東部、中国地方の一部、近畿・北陸地方の一部、東北の一部、など広く分布

している（徳川 1979）。音素/s/は後続母音が[i]だけでなく[e]のときも音声[ʃ]

に変化する場合がある。 
*10 日本語の音素 /z/は語頭位置の具体音が破擦音化して[dz]となることが多い。 

服部(1984：80)によると「日本語（東京方言など）の「ザ」「ズ」「ゼ」「ゾ」

(母音に先立たれない場合の)の子音は[z]ではなく、同じ調音点の閉鎖音から

[z]へわたっていく破擦音[dz]である」と指摘されている。 



2.4.調査調査調査調査のののの視点視点視点視点  

調査対象語に含まれる目標音[t]と目標音[k]が、どの母音に先立つ場

合に、同一音節内でどんな具体音になっているかを調べ、(8)で設定し

た分類に従って具体音出現パターンを分類した。分析は次の 3 つの視

点から行った。 

 

（ⅰ）目標音[k]の具体音化において、調音点の前方化と後続母音との

関係。 

（ⅱ）子どもが示す目標音[t]と目標音[k]の具体音出現パターンと、成

人の示す具体音出現パターンとの比較。 

（ⅲ）目標音[t]と目標音[k]の出現パターンの比較。 

 

（ⅱ）についていえば、成人の場合、目標音[t]の具体音出現パターン

は「iɯ型」であり、目標音[k]の具体音出現パターンは「ie型」である。

子どもが2つの音について成人と同じかまたは類似した音韻的な知識

に基づき音声実現をしているのであれば、それぞれ「iɯ型」と「ie型」

を示すだろう。成人のパターンと一致しないとすれば、音韻的な知識

か、あるいは具体音化の過程のどこかで成人とは異なる点があると考

えられる。また（ⅲ）では、もし2つの音の具体音出現パターンが同

じであれば、産出者は目標音[t]と目標音[k]を音韻レベルで混同してい

る可能性がある。逆に2つの目標音の具体音出現パターンが違ってい

れば、産出者が目標音[t]と目標音[k]に関してなんらかの区別をしてい

ると考えられる。次節ではこれらの視点に基づく調査結果を報告する。 

 

 

3.調査結果調査結果調査結果調査結果 

調査の結果、（ⅰ）については目標音[k]の具体音がどの母音でも具

体音[t]または[tʃ]に置換している「全母音置換群」と、後続母音が[i][e]

の場合に限って具体音[t]または[tʃ]に置換している「特定母音置換群」

とに分けられた。つまり、目標音[k]の調音点の前方化が生じる母音は

ランダムではなく、1.2 の観察事例でみたような 2 つのタイプに大別

された。（ⅱ）の成人の具体音出現パターンとの比較では、目標音[t]

に対する具体音出現パターンは 17 名全員が成人と同じ「iɯ 型」であ

った。一方、目標音[ｋ]に対する具体音出現パターンは成人と同じ「ie

型」が 8 名、成人とは違う「ゼロ型」が 7 名、「i 型」が 1 名、「その



他(e 型)」が１名であった。（ⅲ）の目標音[t]と目標音[k]の具体音出現

パターンの比較では、一致したパターンを示すケースは１名もいなか

った。以下、全母音置換群と特定母音置換群について詳しく報告する。 

 

3.1．．．．全母音置換群全母音置換群全母音置換群全母音置換群（（（（17 名中名中名中名中 9 名名名名）））） 

今回の調査では 9 名が、すべての母音に先立つ位置で目標音[k]の調

音点の前方化がみられた。この 9 名中 7 名は、一貫して目標音[k]に対

して具体音[t]がみられた(9a)。また目標音[t]に対しては目標音通りの

具体音[t]と、破擦音化した[tʃ][ts]がみられた(9b)（9c）。 

 

(9)全母音置換（9 名中 7 名） 

a.すべての母音に先立つ目標音[k]に対して具体音[t] 

k→t/  V 

語頭位置  語中位置  

[tiɾiɴ] （きりん） [tɯmiti] （積み木） 

[te:ti] （ケーキ） [tote:] （時計） 

[taɲi] （蟹） [sɯita] （スイカ） 

[toppɯ] （コップ） [taito] （タイコ） 

[tɯtʃi] （口） [jo:ɸɯtɯ] （洋服） 

 

b.母音[a][e][o]に先立つ目標音[t]に対して具体音[t]（変化なし） 

ｔ→t/  a,e,o 

 

c.母音[i][ɯ]に先立つ目標音[t]に対して具体音[tʃ]または[ts]  

ｔ→tʃ/  i , t→ts/  ɯ  

 

(8)で設定した具体音出現パターンでみると、この置換群では目標音

語頭位置  語中位置  

[teɾebi] （テレビ） [naiteɾɯ] （泣いてる） 

[totʃe:] （時計） [ɾobotto] （ロボット） 

[taito] （タイコ）   

語頭位置  語中位置  

[tʃi:sai] （小さい） [kɯtʃi] （口） 

[tsɯmitʃi] （積み木） [empitsɯ] （鉛筆） 



[t]は、目標音通りに具体音が実現しているため「iɯ 型」であり、目標

音[k]のほうはどの母音の前でも具体音[t]だけが生じているため「ゼロ

型」である。 

全母音置換を示した 9 名中 2 名の目標音[k]では、音の位置によって

は母音[i]または[e]の前で破擦音化がみられた(10a)(10b)(11a)(11b)。 

 

(10)全母音置換（9 名中 1 名） 

a. 語頭位置の目標音[k] 

k→tʃ/#  i  

[tʃiɾiɴ] （きりん） 

 

b. 語中位置の目標音[k] 

ｋ→ｔ/  i  

[tsɯmiti] （つみき） 

 

(11) 全母音置換（9 名中 1 名） 

a. 語中位置の目標音[k] 

k→tʃ/  e  

[totʃe:] （時計） 

 

b. 語頭位置の目標音[k] 

k→t/#  e  

[te:ti] （ケーキ） 

 

この 2 名の音声実現では、同じ後続母音でも目標音の位置が語頭か

語中かによって破擦音化の有無があり、後続母音によって分類しよう

とした今回の基準では扱いがむずかしい例である。どの母音に先立つ

場合も基本的には具体音[t]が現れると考えると「ゼロ型」である。し

かしそうすると(10a)（11a)で確認された破擦音化を無視することとな

る。そこで(10a)は母音[i]に先立つ語頭位置に限り破擦音[tʃ]が生じて

いることから「i 型」に分類し、(11b)は母音[e]に先立つ語中位置に限

り破擦音[tʃ]が生じていることから「その他(e 型)」に分類した。この

2 名の具体音が変化する後続母音は[i]または[e]であったが、これは後

述する特定母音置換群が母音[i]と[e]の前で具体音変化を起こす条件

と共通する。 



いずれにしても、この置換群ではどの後続母音においても目標音[k]

が目標音通りに産出さることはなく、調音点の前方化がみられた。よ

って、全母音置換群の具体音出現パターンは、(12)のようにまとめる

ことができる。 

 

(12)全母音置換の具体音出現パターン 

目標音[k]（成人は「ie 型」） 目標音[t]（成人は「iɯ 型」） 人数 

ゼロ型 iɯ 型 7 名 

i 型 iɯ 型 1 名 

その他（e 型） iɯ 型 1 名 

 

 

このように具体音出現パターンを成人のパターンと比較すると目

標音[t]の具体音出現パターンは全員が成人と同じ「iɯ 型」であった。

これに対して目標音[k]に対応する具体音出現パターンは、「ゼロ型」

「i 型」「その他（e 型）」であった。従って目標音[k]の具体音出現パ

ターンは、成人と一致するケースは 1 例もいなかった。 

次に、目標音[t]の具体音出現パターンと目標音[k]の具体音出現パタ

ーンを比較すると、目標音[t]の具体音では破擦音化がみられたのに対

して目標音[k]の具体音ではその変化が生じていなかった。もし[k]と[t]

を音韻的なレベルで混同していたら、目標音[k]の具体音出現パターン

は、目標音[t]と同じパターンである「iɯ 型」が現れることになるだろ

う。しかし、全員が目標音[t]のパターンである「iɯ 型」とは違うパタ

ーンで出現していたのである。 

よって、全母音置換群は、目標音[k]に対応する系列と目標音[t]に対

応する系列を区別していると考えられた。この群の目標音[k]の具体音

化の過程のどこかに成人と異なる点があると考えられた。 

 

3.2．．．．特定母音置換特定母音置換特定母音置換特定母音置換（（（（17 名中名中名中名中 8 名名名名）））） 

特定母音置換には 8 名が該当した。8 名中 6 名は、目標音[k]に対し

て母音[i][e]に先立つ場合、具体音[t]または[tʃ]に置換するが、他の母

音[a][o][ɯ]に先立つ場合、目標音通りに具体音[k]が産出された(13)a、

(13)b。 

 



(13) 特定母音置換（8 名中 6 名） 

a. 母音[i][e]に先立つ目標音[k]に対して具体音[tʃ] 

     k→tʃ/  i,e    

語頭位置  語中位置  

[tʃiɾiɴ] （きりん） [tɯmitʃi] （積み木） 

[tʃe:tʃi] （ケーキ） [totʃe:] （時計） 

 

b. 母音[a][ɯ][o]に先立つ目標音[k]に対して具体音[k]（変化なし） 

     k→k/  a,ɯ,o    

語頭位置  語中位置  

[kaɲi] （蟹） [sɯika] （スイカ） 

[koppɯ] （コップ） [taiko] （タイコ） 

[kɯtʃi] （口） [jo:ɸɯkɯ] （洋服） 

 

 

(13)のデータより、この 6 名の目標音[k]に対する具体音出現パター

ンは、特定の母音[i]と[e]の前でのみ置換が生じていることから「ie 型」

であると言える。一方目標音[t]は、全母音置換の(9)b、(9)c と同じく

目標音通りの具体音が産出されたことから「iɯ 型」に該当した。 

特定母音置換に該当する残りの 2 名のうち、1 名は語頭位置での具

体音[t]がみられた(14)。 

 

(14)特定母音置換（8 名中 1 名）破擦音化しない例 

    語頭位置の目標音[k] 

k→t/#  i  

[tiɾiɴ] （きりん） 

 

 

このケースは目標音[k]に対する具体音として[t]と[tʃ]がみられたが、

具体音出現パターンとしては「ie 型」である。残る 1 名は、目標音[k]

に対する具体音出現パターンは「ie 型」を示したが、目標音[t]に対す

る具体音は、下線で示すように語中位置で母音[ɯ]の前では[ts]ではな

く[tʃ]であった(15)。 

 

 



(15) 特定母音置換（8 名中 1 名）  

    語中位置の目標音[t] 

ｔ→tʃ /  ɯ  

[empiｔʃɯ] （鉛筆） 

 

 

(8)の分類に従えば、(15)の例も後続母音が[i]と[ɯ]の前で変化するた

め「iɯ 型」に該当する。よって、特定母音置換群の具体音出現パター

ンは、(16)のようにまとめることができる。 

 

(16) 全母音置換の具体音出現パターン 

目標音[k]（成人は「ie 型」） 目標音[t]（成人は「iɯ 型」） 人数 

ie 型 iɯ 型 8 名 

 

 

このように特定母音置換群では、全員が目標音[t]の具体音出現パタ

ーンでは「iɯ 型」を示し、目標音[k]の具体音出現パターンでは「ie 型」

を示した。この置換群は、後続母音[a][ɯ][o]に先立つ場合、目標音[k]

の目標通りに具体音[k]が現れている。従って目標音[t]と目標音[k]を区

別できているといってよいだろう。このデータでは、目標音[k]の具体

音出現パターンが成人と同じである点に注目しなければならない。こ

の置換群は、目標音[k]の具体音変化が生じる環境でのみ置換現象が起

こっているのである。成人では調音点が前方化して生じる[c]の代わり

に、更に前方化した[tʃ]が生じているという見方ができる。 

 

4.考察考察考察考察 

4.1.「「「「調音点調音点調音点調音点のののの前方化前方化前方化前方化」」」」がががが生生生生じるじるじるじる仕組仕組仕組仕組みについてみについてみについてみについて 

以上、「調音点の前方化」タイプの音声置換現象（17 名）について、

分節レベルでの調査をおこなった。その結果、「調音点の前方化」は

後続母音との関係から「全母音置換群」と「特定母音置換群」に大別

されることがわかった。また、成人の具体音出現パターンと比較する

と、全母音置換群では目標音[t]の具体音出現パターンは成人と一致し

ていたが、目標音[k]の具体音出現パターンは成人とは一致していなか

った。特定母音置換群では、両方の目標音に対する具体音出現パター

ンが成人と一致していた。目標音[t]と目標音[k]の具体音出現パターン



が完全に一致した事例は 1 例もなかったことから全員が音韻的な知識

として目標音[t]と目標音[k]の区別を知っていると考えられた。このこ

とをふまえて、「調音点の前方化」がどのような仕組みで生じている

のかそれぞれの置換群について考察していく。 

 

4.2.全母音置換全母音置換全母音置換全母音置換 「「「「ゼロゼロゼロゼロ型型型型」」」」についてについてについてについて 

まず音声[k]の実現がみられない「全母音置換」タイプの機能性構音

障害児について考察する。このタイプの具体音出現パターンはほとん

どが(17)に示すとおり、どの後続母音でも音声[t]を使用していた。 

 

(17) k→ｔ/  Ｖ （すべての後続母音の前で音声[t]を使用） 

 

 

成人の場合、目標音 [t]と目標音 [k]は、舌背性（dorsal）と舌頂性

(coronal)という調音点の特徴によって区別される*11。単純に考えると

このタイプの子どもたちは、目標音[k]の調音点に関して、目標音[t]

と同じ知識をあてはめていると考えることもできる。この考えでは、

目標音[k]が具体音[t]になる子どもが舌背性という知識を持たずに、目

標音 [t]と同じ舌頂性という知識に基づいて音声実現をしているとい

う説明になる。たしかに音素獲得過程では音素間の対立関係が未分化

な段階があることも考えられる。ただしもし子どもが目標音[k]を目標

音[t]と混同して同じような知識に基づいて産出しているのだとすれ

ば、具体音出現パターンが同じになっていいはずである。しかし、実

際には目標音[t]に由来する具体音[t]は高母音[i][ɯ]の前で[tʃi][tsɯ]とい

う破擦化した具体音になったのに対し、目標音[k]に由来する具体音[t]

は同じ環境であっても[ti][tɯ]という閉鎖音であった。具体音出現パタ

ーンの違いと破擦音化の有無によって 2 種類の具体音[t]は以下のよう

に、(ⅰ)目標音[t]に対する具体音[t]と、(ⅱ)目標音[k]に対する具体音[t]

とに区別される(18)。  

 

 

 

                                                   
*11 coronal という調音点の素性はデフォールトであり素性指定規則によって指定

されるという考えがある（Paradis & Prunet 1989, 上田 2001）。今回の調査は、

音素の階層性に関する証拠となるデータではないため素性の指定に関する議論

には触れない。 



(18) 

 具体音出現パターン 破擦音化 

（ⅰ）目標音[t]に対する具体音[t] iɯ 型 有り 

（ⅱ）目標音[k]に対する具体音[t] ゼロ型 無し 

 

 

目標音[k]の音声実現で具体音[t]となる理由を、目標音[t]の音韻的な

知識と混同しているためとする考え方では(18)を説明できない。音声

置換者が産出している(ⅱ)タイプの具体音[t]の系列は、目標音[t]に対

応する具体音[t]の系列とは別の知識に基づいていると考えられる。そ

こでこの調音点の前方化が生じる仕組みについて次のような説明を

試みた。 

目標音[k]の音声実現では、後続する母音が前舌母音の場合、調音点

が軟口蓋から硬口蓋まで前方化するが、調音法はどの母音に先立つ場

合も閉鎖音である。一方、目標音[t]の音声実現では後続する母音が前

舌母音の場合に限り破擦音化がみられる。このように調音点が変化し

ないという点が目標音[t]との違いのひとつといえる。全母音置換の子

どもたちが示した目標音[k]の具体音は常に閉鎖音であり調音法の変

化がなかった。そこでこのタイプの子どもたちが目標音[k]を実現する

さいに軟口蓋と舌背による閉鎖を作ることを知っていたと想定して

みる。すると、その位置での閉鎖が調音運動の未熟さなどの阻害要因

で実現できない場合、別の位置での閉鎖を実行しようとすると考えら

れる。舌が閉鎖をつくることができる別の調音領域での閉鎖を実行し

ようとした結果、もっとも作りやすかったのが歯茎と舌尖だったので

はないだろうか。そうするとこのタイプの調音点の前方化は、後続母

音など音環境の影響ではなく、軟口蓋と舌背による閉鎖ができないこ

とを代償した結果であると考えられる。舌尖と歯茎での閉鎖を目的と

する調音運動と、舌背と軟口蓋で閉鎖するはずの運動が代償的に前方

化した調音運動では、音声実現システムが異なると考えられる。 

  

4.3．．．．特定母音置換特定母音置換特定母音置換特定母音置換 「「「「ie 型型型型」」」」についてについてについてについて 

特定母音置換タイプにおける目標音[k]の具体音出現パターンは(19)

で示される。  

 

 



(19) k→tʃ /  i，e   

 

 

全母音置換群とは違い、このタイプは母音[a][ɯ][o]の前では具体音

[k]が実現していることから、目標音[k]の舌背性は知っていると考えら

れる。ではなぜ[i][e]に先立つ場合に限り、調音点が前方化して破擦音

化するのだろうか？特定母音置換群の目標音[k]は、母音[i][e]に先立つ

場合にのみ調音点が前方化しているという点で、成人の音声実現と共

通している。この場合、母音[i][e]の時に前方化するのは、これらの母

音が前舌母音であることと関係するだろう。成人の音声実現との違い

は、前方化がさらにすすんでいる点である。調音領域が歯茎まですす

むと具体音は[t]となるが、「ie 型」データの中には、具体音が[t]とな

った例は、(14)の１例（k→t/#  i）を確認したのみである。このこと

から特定母音置換群の前方化の程度は、歯茎ほど前ではなく、歯茎と

硬口蓋の間に相当する硬口蓋歯茎領域までと考えられる。しかし、硬

口蓋歯茎領域での閉鎖音は、言語音として産出されにくい*12。この置

換群の子どもたちは、成人より前方化が進んだ硬口蓋歯茎付近での調

音点を保って調音したために、同じ調音点の硬口蓋歯茎破擦音[tʃ]に

置換したと考えられる。 

 

4.4.「「「「音声置換音声置換音声置換音声置換」」」」がががが自然解消自然解消自然解消自然解消しないしないしないしない理由理由理由理由についてについてについてについて 

ここまで「調音点の前方化」タイプの音声置換が生じる仕組みにつ

いて、音韻的な知識というよりも音声実現の段階において成人と異な

るシステムをもっているという説明を行った。この立場に立つと、機

能性構音障害児の音声置換が自然解消しない理由を次のように説明

することができる。   

まず、全母音置換群の目標音[k]は、高母音の影響をうけず「閉鎖音」

という調音法を維持して実現していた。この群の子どもたちの前方化

は、舌背性の実行が難しく、それを代償する形で舌尖・歯茎での閉鎖

となったという説明を行った。通常なら、目標音[k]に対して具体音が

                                                   
*12軟口蓋の調音点が前方に移動するだけでなく、破擦音として実現している点について

査読者から『言語類型的にみると、硬口蓋の調音領域では、閉鎖音は破擦音に比べる

と、むしろ有標である。これは硬口蓋のような「高い」調音位置では、閉鎖を瞬時に解放

するのが、生理的に難しい』と指摘していただいた。これらの機能性構音障害児が、硬

口蓋歯茎閉鎖音の産出が困難であるために、破擦音化を適用しているという本稿の考

えはこの指摘に由来する。 



[t]として産出されれば、目標音[t]との同音衝突となるため回避される

はずである。しかし機能性構音障害児が、破擦音化しない具体音[t]を、

目標音[t]とは区別をした上で目標音[k]の具体音として産出している

のであればどうだろうか。知覚の面では、産出者自身は目標音通りの

音として処理するため置換に気づかないと考えられる。産出の面でも、

音声実現システムにおいて代償的に具体音[t]となっているのであれ

ば、調音運動に関する筋知覚も弁別的に行われている可能性がある。  

次に特定母音置換のケースの調音点の前方化が起きる仕組みは、全

母音置換群とは違い、前舌母音に影響された結果であると考えられた。

成人にとって[k]と[tʃ]は日本語において対立的である。そのため特定

置換群の子どもたちが示したような目標音[ki][ke]において具体音が

[tʃi][tʃe]となった場合には、置換音としての知覚が働く。しかし成人

は目標音[k]が音声[c]となってもそれを置換音と知覚しない。この理由

について、柴谷他(1981: 47)が指摘するように、日本語話者である聞き

手は「[k]と[c]および[g]と[ɟ]の違いを普通認識しないが，それは硬口

蓋閉鎖音と軟口蓋閉鎖音の相違が日本語では対立的でない」からであ

る。音声知覚には、このように音声的に違いがあっても音韻的な対立

がなければ同じ音素として処理される仕組みがある。特定母音置換群

の子どもたちは、目標音[k]に対して後続母音によって[tʃ]を産出して

いるにもかかわらずこれを置換音として知覚していない理由はこれ

と同じではないだろうか。この置換群の子どもたちにとって、硬口蓋

歯茎破擦音と軟口蓋閉鎖音の相違が対立的でないのであれば、前舌母

音に先立つ具体音[tʃ]を、目標音[k]の実現形として知覚していると考

えられる。つまり特定母音置換群の子どもたちは音韻的な知識に基づ

き産出した[tʃ]を目標音通りに知覚していると考えられる。 

 このように音声置換者は、自分の産出音を聞き分けられないのでは

なく、むしろ音韻的な知識に基づいて自己音声を弁別している可能性

がある。このような状態では、自己産出音に対する自己修正する必要

がない。こう考えると、機能性構音障害の音声置換が自然解消しない

理由について説明が成り立つ。  

 

5.まとめとまとめとまとめとまとめと今後今後今後今後のののの課題課題課題課題 

5.1.まとめまとめまとめまとめ 

音声置換現象のうち「調音点の前方化」という置換を示していた機

能性構音障害児 17 名について分節レベルで具体音の現れ方を調べた。



後続母音との関係から具体音出現パターンに基づき分類したところ、

全母音置換群と特定母音置換群に大別された。両方の置換群とも目標

音[t]と目標音[k]を音韻的に区別する知識については成人と同様の知

識をもっていることが推測された。また前方化する現象については、

2 つの置換群はそれぞれ違う音声実現システムを使っていると考えら

れた。全母音置換群の前方化は後続母音の影響ではなく、閉鎖という

調音法を維持した結果であると考えられた。特定母音置換では、前舌

母音の影響をうけて調音点が前方化する仕組みは成人と同じである

が、前方化がさらに硬口蓋歯茎部付近まですすみ、その位置における

閉鎖音の産出が困難であるために破擦音に変化したと考えられた。い

ずれの置換群も、音韻的な知識が子ども独自のものであると考えるよ

りは、成人と同じか類似した知識をもっていると考えられた。音声置

換が生じるのは、具体音化する音声実現の実行システムが成人とは完

全には一致していないことによると考えられた。 

  

5.2．．．．音声置換音声置換音声置換音声置換解消解消解消解消のののの仕組仕組仕組仕組みのみのみのみの解明解明解明解明にににに向向向向けてけてけてけて 

今回、調査対象とした機能性構音障害児の「調音点の前方化」は、

成人と同じかまたは類似した音韻的な知識に基づいて音声実現をし

ていることを確認した。そのため、聞き手には「置換音」として聞こ

えるのだが、産出者自身は「目標音通りの音」として知覚している状

態であることを指摘した。この状態では、自己産出音に対する「自己

修正」が発生しないため音声置換の状態が続くことになる。音声置換

者が、他者が産出した置換音を聞き分けられるかどうか、また自己が

産出した場合に聞き分けられるかどうかについては、今回の調査結果

を元にして実験手法を整えて別途検証する予定である。言語獲得の移

行段階の研究は、その解消過程の解明につながるものであり、言語獲

得の障害がある子どもたちの臨床分野への応用が期待される。今後は、

音声置換現象の解消メカニズムにこうした移行段階の運用システム

がどのように関係するかについてさらに詳しく検証していきたい。 
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A Study on Phonetic Substitution from  

the Viewpoint of Phonetic Realization Patterns 

 

Ako Imamura 

(Kyushu University) 

 

The present paper addresses itself to the “phonetic substitution 

phenomenon” often observed during acquisition of the phonological system 

by children. This study investigated 17 children with “functional 

articulation disorders,” whose phonetic realization of target /k/ was 

substituted by [t] or [tʃ]. The phonetic realization of syllables that had [t] 

and [k] in word-initial position was examined. Data was analyzed in 

accordance with the phonetic realization patterns of Japanese consonants. It 

was found that the subjects could be divided into two groups according to 

the types of substitution they made. One group exhibited the substitution 

before all of the following vowels, while the other group evidenced the 

substitution only before the vowels [i] and [e]. Both groups had 

phonological awareness that the target /t/ was distinguishable from the 

target /k/. It was concluded that phonetic substitution by children occurs 

because the system of phonetic realization differs from that of adult. 


